
■まち歩き講師

高見 公雄 氏 法政大学デザイン工学部都市環境デザイン工学科教授／ TDA正会員

久間 常生 氏 建築家／㈱久間建築設計：代表

宮沢 功 氏 景観デザイナー／ TDA副代表理事

■参加費

会員 500 円・一般 1,000 円・学生無料
※まち歩き後、懇親会を予定しています。
（懇親会参加費 4,000 円、会場：鳥光圀さいたま新都心店）

■主催：特定非営利活動法人景観デザイン支援機構
■協力：さいたま新都心まちづくり推進協議会

■申込方法
下記アドレスの申込フォームよりお申し込みください。 　　

https://goo.gl/forms/XitNdQymLF8TgCB93

ＱＲコードからアクセスできます　▶ 　　　

ＴＤＡまち歩き 2018

未来を担うまちの未来を考える
さいたま新都心エリアの動向

2018 年 6月 30日 ㈯
13：30 ～ 16：30

With You さいたま（埼玉県男女共同参画推進センター）
視聴覚セミナー室

－ホテルプリランテ武蔵野４階－

2000年（平成12年）5月にオープンしたさいた
ま新都心エリアは、東京の一極集中を回避する
ような業務諸機能を持った新都心として、政府
閣議決定により再開発・土地区画整理が行われ
ました。以来、東京の北部に位置する有数のビ
ジネスエリア、官公庁の出先機関が集積するエ
リアとして発展してきました。
新都心整備事業においては、新都心にふさわし
い都市基盤施設として、さいたま新都心駅、地
上2階レベルで各施設を結ぶ歩行者デッキ、都
市計画道路、区画街路、首都高速道路、ライフ
ラインの共同溝、雨水の調整池などを重層・複
合的に計画し整備が進められましたが、オープ
ンから20年余り経った現在においてインフラ整
備がほぼ完了したものの、当初のまちづくりの
目標達成においては、課題が残っていると言わ
れています。
さいたま市内において、浦和駅周辺の再整備が
ほぼ完了し、次に大宮駅周辺整備への投資が活
発になりつつある今、さいたま新都心エリアの
まちづくりの見直しが図られています。（平成
26年「さいたま新都心将来ビジョン」）
今回のTDAまち歩きにおいては、当時のまちづ
くりのビジョン、これまでのまちづくりの成
果、これからの展望について、当時の計画や実
務に携わった方々のお話を伺いながら、まち歩
きを実施いたします。


